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美濃一領家帯の中生層の重力滑動とそれに伴う地質構造

狩　野　謙　一＊

Gravity－gliding of the Mesozoic strata andits related

StruCtureSin the Min0－Ryoke Belt，CentralJapan

Kenrichi KANO

TheUpperPaleozoic－Mesozoicstrata．mostlyTriassicandJurassicones，areWidelydistributedin

the Mino Belt．including the Tanba，Kiso，Ashio and Yamizo Mountains，and their metamorphic

derivativesin the Ryoke Belt，CentralJapan．Recent progresses of the structural analysis and

biostratigraphy of micro－fossils made clear alot ofimportant facts about the stratigraphy and

StruCtureOftheirstrata．Thispaperdealswiththestructuralframeworkandtectonicprocessoftheir

strata on the basis of these new evidences．

The Upper Paleozoic－Mesozoicstrata arefoldedto form composite folds．Thefolds range ten

andseveralkilometerstoseveralcentimetersinwavelength．Thefirstorderfoldsofthemareupright

foldswithwavelengthofmorethan3km．Thefoldstructures，Sizes．shapes，foldingstylesandsoon，

graduallychangefromthenorthoftheMino BelttotheRyokeBeltinthesouth．Thickpilesofthe

allochthonous strata，giant Deckenpaket structures，OCCurin the eastern Mino district andin the

SOuthernpartoftheAshioMountains．Decken，SheeトIikeinshape．OfalargerscaleintheDeckenpa－

ket attain more than ten kilometersinlength and breadth．01istostromes，Which are composed of

Chaoticmixturesofill－SOrtednumerousblocks，OCCurbelowthegiant Deckenf，aket andonthenorthof

the Deckenpaketintheeastern Minodistrict．

Thesefolds，Deckenf）aketstructures，andolistostromeswereprobablyproducedbygravitygliding

Ofthestratafromsouth，alongdecollmentsatsomeagesfromthelatestJurassictoEarlyCretaceous．

Thedecollement ofthelargest scalewasproducedintheTriassicchert，reSt On the Permian strata．

The folds withless thanlkmin wavelength，SuCh as minor foldsin bedded chert，Were mOStly

PrOduced accompaniedwith decollements formation before and／or during the displacement of the

strata．Thestrataseparatedintoseveralsmallersheetsalongthedecollementsandpackcdthicklyto

form the Deckenpaket structures．The Olistostromes were produced by collapsing the advancing

Deckenfront．Theuprightfoldswithwavelengthofmorethan3kmwereproducedatthelateststage

Ofand／Orafterthedisplacementoftheallochthonousstrata．Thegravityglidingofthestratawere

probably triggeredby theupLliftingofageologiCbody situated to thesouth ofthe Ryoke Belt．

1．は　じ　め　に

西南日本内帯の中国地方，丹波，美濃，木曽，足

尾，八溝山地等にはチャート，砕屑岩類を主とする

非～弱変成の地層が広く分布している（図1）．この

地層は従来はそのほとんどが二畳系を主とする上部

古生界とされてきた．ところが最近約10年間で，こ

の地層の主としてチャート中から三畳紀コノドント

が各地で続々と発見されてきた（KoIKE gf　αJリ

1971；小池ほか，1974：小池，1979；猪郷，1979：

1982年1月20日受理

＊静岡大学教育学部地学教室InstituteofGeosciences，School ofEducation，Shizuoka University，Shizuoka422．
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Fig・1・Distribution of the Upper Paleozoic－Mesozoic stratain the Mino－Ryoke Belts．

1：Fig・2，2：Fig．3，3：Fig．4，4：Fig．5，5：Fig、11．

図1　美濃一領家帯同辺の上部古一中生層の分布．

5：図11

KANO，1979；ToYOHARA，1977：林・長谷川，

1981；ほか多数）．また，つい最近では，チャートお

よび泥岩中から，三畳紀からジュラ紀の放散虫も発

見されてきている・（YAO，1972，1979；YAO et al．，

1980：IsozAKI and MATSUDA，1980：MIZUTANI

gJα7．，1981）．これらコノドント，放散虫等の微化石

の産出により，これらの地層中のチャート層の大部

分は中～上部三畳系であり，一部に二畳系や下部三

畳系，ジュラ系が含まれていることが明らかとなっ

た．また砂岩を主とする砕屑岩層のほとんどは，放

散虫の他にアンモナイト（鈴木・佐藤，1972：SATO，

1974）や，材化石（西田ほか，1974）などからジュ

ラ系であり，一部に最下部白亜系が存在する可能性

もある．

これらの地層の分布域の南側の領家変成岩は，岩

質の類似から北側の地層と一連のものと考えられて

きた．したがってこれら変成岩の原岩のかなりの部

分が中生界と推定される（豊原，1974；狩野，

1978）．

さて以上の微化石の発見は当然，これらの地層の

層序と構造の再検討を促すこととなった．その結果，

従来原地性と考えられていた地層のある部分は大規

1：図2，2：図3，3：図4，4：図5，

模なデッケ（ナップ）の集合体であることが，足尾

山地南部や，美濃地域東部で明らかにされてきた

（KoIKEgfα7．，1971：柳本，1973：木村，1974；狩

野，1976；KANO，1979：猪郷，1979）．また，ある

部分は巨大な岩塊（オリストリス）を含む大規模な重力

流堆積物（オリストストローム）であることも明ら

かにされてきた（松田，1976：狩野，1976：KANO，

1979；AoNO eJ d．，1981）．

このような従来の見方とは異なる事実が最近続々

と明らかにされてきている．それらをふまえて，西

南日本内帯，さらには日本列島全体の中一古生代の

地質構造発達史について再検討がなされつつある．

それらのうち，以上にのべた地層の堆積場を，アジ

ア大陸に隣接しその内部や南側に基盤の高まりを持

つ緑海的な地向斜，とみなす考え方がある（ADACHI，

1976；SHIMIZU et al．，1978；木村，1977，1979，

1980）．これらのうち，木村（1977，1979，1980）で

は三畳紀からジュラ紀のプレートのサブダクション

の軸をそれらの高まりの南側においている．一方，

これらの地層，特にチャートや珪質泥岩は海洋底堆

積物であり，はるかに南方の低緯度で堆積したもの

が，中生代に北方に移動するプレートに乗って，ア
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ジア大陸の縁辺部に付加されたものだとする憶測も

ある（HATTORI and HIROOKA，1979；平ほか，

1981）．

筆者はこの間，木曽，美濃，三河地域等で，この

チャート・砕屑岩類を主とする地層，およびその変

成部である領家変成岩の調査をおこなってきた（狩

野，1975，1976，1978：KANO，1979；狩野・渡辺，

1981）．特にKANO（1979）では，美濃地域東部のデッ

ケ群，オリストストロームの存在を明らかにし，そ

れらや摺曲の形成過程を論じた．そこで行った議論

にはいくつか不十分な点，省略した点があった．本

論では，これらを補足するとともに，現在までの結

果，他の諸資料を加えて，チャート，砕屑岩を主と

する地層が記録する西南日本内帯の中生代の地質構

造形成過程の一端を論じる．本論の骨子は，これら

の地層の構造の形成は，プレートのサブダクション

にともなう付加体モデルでは説明しにくい事を示し

たこと，および縁海地向斜的な場所で，デッケ，オ

リストストローム，および摺曲の一部は，南方の隆

起帯から地層が重力滑動（gravitygliding）をおこし

た結果，形成されたということである．なお，本論

は，その展開上KANO（1979）の記載・議論と一部重

複している．

謝　辞：本研究に際し，東京大学理学部木村敏雄

教授には終始御指導して戴いた．名古屋大学理学部

吉田鎮男助教授には，多くの貫重な議論を戴くとと

もに，草稿を検討して戴いた．東京大学理学部村田

明広博士には草稿を検討して戴いた．これらの万々

に深く感謝する．

2．美濃一領家帯の上部古生層一中生層

の摺曲構造

波長数km以上の正立摺曲群

丹波一美濃地域でのチャート・砕屑岩類を主とす

る地層は，大きくみてE－Wの構造方向をもってい

る．ただし琵琶湖東部から長良川西岸にかけての美

濃地域では，地層は著しく屈曲し，いわゆる根尾の

対曲構造（小林，1951）を作っている．一方木曽山

地や足尾山地では構造方向はNE－SWとなり，八

溝山地周辺ではN－S方向となる．これらの構造方向

の変化は，根尾の対曲構造を含めて，もともとは現
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在よりも東西に近い構造方向が作られたのちに，白

亜紀以降の日本列島の屈曲に伴ってもたらされたも

のと考えられる．

これらに支配的な構造は，この地域の原地性，異

地性＊をも含めた地層が持つ波長10km以上から数

10cmのものに至る，あるいはそれ以下の波長の摺曲

である．これらの摺曲のうち，第一級の摺曲は波長

数kn以上の正立摺曲（upriphtfold）群である．

これらの正立摺曲群の軸は，足尾山地南部，美濃

地域南部，養老山地などでは200～300程度南西また

は西にプランジし，地表での馬てい型，ないしはS

字型の地層分布を支配している．その他の地域では

軸のプランジはわずかで，大きく見れば地層は帯状

に分布している．

図2はYosHIDA（1972）による美濃地域東部から

つ
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Fig．2．Arrangement of axes of upright
folds with wavelength of severalkil0－

metersin the Mino－Yoro district（Yo－

SHIDA，1972）．

図2　美濃一養老地域のkm－オーダーの正

立摺曲の分布図（YosHIDA，1972）

＊本論では，はっきりと異地性とわかる地層のみを異地性と呼んでいる．原地性と呼んだ地層のなかにも，実際には異
地性のものがあるかもしれない．
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養老山城にかけての正立稽曲群の分布図である．こ

れらのうち代表的なものは中之保曹斜，下之保向斜，

坂祝画餅髄王ZUTANI，1964）である．木曽山地でも

同様に正立稽曲群が発達している〈図3㌦図3のう

ち，北部の平湯付近の一向斜とこ背斜はIGOH959）

の地質図と，聾者の予察的調査から推定している．

それ以外は狩野（用75）にもとづいている．この種

の摺助辞は丹波地域にも広く発達し，周山向斜，八

丁背斜等（清水・井本，1981）が代表的なものとし

てあげられる．足尾山塊南部の向斜（図4）もその

典型的なものである．なお図4は太田（1962），河沼・

大沢（1955），渡辺はかく1957）をまとめたものであ
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図3の木曽山地南部は領家帯の弱変成部に入る．

さらに簿家常の中～高温部にあたる三河地域でもこ

の諾意摺曲群が見られる（図5）．渓5は山田ぼか

（1974），KuTsuKAKE冒977），AsAM招977），狩

野く1978）をまとめたものである．ただしこの璃域

では質入磐肇が多いので，摺曲軸の位置や形態等に

ついては不正確である．

二慶系の砂岩層（時代については再検討の必要が

ある）や，三豊系のチャート層を廃層として，これ

らの迂立摺鹿群の模式的な断面図を播くと図6のよ

うになる．この図には，飛騨＋美濃地域東部⊥三河

冬

Fig．3．ArranがmentOffoldaxeswithwaveien紳Ofmorethanlkm
in tbe Kiso district．

図3　木曾地域の波長持m最上の摺曲の分布図
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Fig・4・Geologic map of the Ashio Mountains・1‥limestone，2：green rOCks，

3：Chert，4：mudstone，5：Sandstone（1－5：Permian－Jurassic strata），6：Lower

JurassicIwamurO Formation，7：Tertiary and Quaternary sediments and

voIcanoes，8：Serpentinite，9：gabbroic rocks，10：granite，11：rhyolite，

12：low angle thrust，13：locality of conodonts・

図4　足尾山地地質図．1：石灰岩，2：緑色岩瓶，3：チャート，4：泥岩，5：

砂岩（1～5：二崖糸～ジュラ系），6：下部ジュラ系岩室層，7：第三系～第四系

堆桔物と火山，8：蛇紋岩，9：斑レイ告類，10：花崗岩，11：流紋岩，12：低角

衝上断屑，13：コノドント虎地．

（A），飛騨二木百一伊那（B）および足尾山地（C）の3つの

断面が描かれている．これらのうち（A）の北部の二畳

系（？）砂岩層の紹曲はYosHIDA（1972）によるもの

であるが，郡上八幡一苅安問は筆者の調査結果を加え

て若干修正してある．また異地性の三畳系チャート層

の部分では，便宜上一層であるかのように描いてい

るが，実際には後述する様に何層も上下に重なり

あっている．また原地性とした部分も，実は異地性

であり，さらにその下位に原地性の地層が存在して

いるかもしれない．しかし以上にのべた正立摺曲群

の形態は十分この図に表わされている．

この図で仏），（B）断面を対比する基準点として，飛

騨外縁構造帯に位置する樽谷と福地を並べた．足尾

山地では同構造帯の延長がどこを通るかは，はっき

りとわかっていない．ここでは下部ジュラ系岩室層

（木村，1952）や，超塩基性岩類が分布している岩

室付近を一応の基準点として選んだ．

美濃地域東部では，これら正立摺曲群の波長は，
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その北部ほど短く3～5km，南部に向かって長くな

り10km程度，養老山地では15km程度となる．さら

に南側の三河地域の領家帯では20km前後となって

いる．同様な傾向は木曽山地でも認められる．同山

地北部では波長3～5kmであり，南部の領家帯の弱

変成部に向かって10km以上と長くなる．ただしこの

傾向が一般的であるかどうかには問題がある．近畿

地方の領家帯の中～高温部では，この正立摺曲群は

波長10km前後となっている（YosHIZAWA et al．，

1966）．

正立摺曲群の摺曲波面

これら正立摺曲群が作る摺曲波面（飽Jね〝砂吻gJ）

は，美濃地域北部から三河地域の領家帯にかけては，

おおきくみれば，ほぼ水平に近い（図6）．より詳し

くみると，北部の楢谷から安久田付近にかけては約

5度ほど南にゆるく傾斜し，それより南から領家帯

にかけてはほぼ水平である．ただし，美濃地域には，
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Fig．5．Structural map of the Ryoke Beltin the Mikawa district．

図5　三河地域領家帯の地質構造図

飛騨帯にすぐ近い根尾地域や，揖斐川上流地域＊にも

三塁系のチャート層や，ジュラ系の砕層岩層が広く

分布している（IIJIMA et al．，1979：MIZUTANI et

αJリ1981：狩野・渡辺，1981）．したがって（刃断面よ

り西側の根尾方面で断面を取れば，摺曲波面はほぼ

水平に近くなるものと思われる．

木曽山地でも，局部的に摺曲波面が断層で切られ

ることはあるとはいえ，おおきくみれば紹曲波面は

ほぼ水平で平坦である．

足尾山地では，その北部での摺曲構造が余り明ら

かでない．この地域のほぼ全域にはチャート，泥質

岩を主とする粟野層群（渡辺ほか，1957）が南北に

幅広く分布している（図4）．従来，この地層も上部

古生界とされたが，各所で続々とコノドントが発見

された．その結果，それらの多くは中一上部三畳系

を示している（小池ほか，1974；林・長谷川，1981；

他）．なお，筆者も図4の5地点のチャートよりコノ

ドントを得ている（表1）．これらはA5を除いて

■別途，詳細に報告する予定である．

＝コノドントの鑑定は横浜国立大学小池敏夫助教投による

は，中へ／上部三塁系を示している＊ご　したがって，粟

野層群の分布状態，産出化石および林・長谷川（1981）

の構造概念図からみると，足尾山地でも，その紹曲

波面は南から北までほぼ水平面に近いと推定される．

同様に丹波地域でも，舞鶴帯のすぐ南側から，領

家帯のすぐ北側にまで三畳系の地層が広く分布する

こ　とが明らかにされている（SHIMIZU et al．，

1978）．

これらから，既にKIMURA（1968）の指摘にある

ように，飛騨帯または舞鶴帯のすぐ南から領家帯の

中～高温部に幅約100kmにわたって分布する上部古

生層～中生層の第一級の摺曲の招曲波面はほぼ水平

面に近いものといえる．

複摺曲構造

これらの上部古～中生層には，上述の正立招曲群

に加えて，より波長の短い稽曲が発達し，いくつか

の異なる波長の摺曲が重なりあい複摺曲構造を作っ

同氏に感謝する．
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Table L Conodontsin the northern part of

the Ashio Mountains．Localities arc shown

in Fig．4．

表1足尾山地北部のコノドント産地は図4参照

空埜些」

Al

A2

A3

Conodonts
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middle Norian

兼

ている．この複招曲構造は特に美濃地域でYosHL

DA（1972）によってよく解析されている．美濃地域

では波長数km，数100m，数10m，数m，数10cmと

いった摺曲が存在し，いくつかのオーダーが認めら

れている．北部の梅谷付近では，6つ，郡上八幡付

近では5つ，南部の異地性の地層内では4つのオー

ダーがあるとされている．ただし，それらの摺曲の

形態や発達の程度は地域，岩相により一様ではない．

木曽山地においても同様な摺曲構造がみられる．

同山地では摺曲のオーダーの解析はできていないが，

10kn，数km，100m，10m，mのうち4つか5つの

オーダーがあるように思われる．図7は木曽山地の

複摺曲の一例である．ここでは波長数m～10数m

の比較的閉じた招曲が作る摺曲波面が波長50m以

上の摺曲をいくつか作り，それらが作る摺曲波面は

南南東にゆるく傾いている．木曽山地南部では，さ

らに波長100mオーダーの摺曲を作り，それらがさ

らに波長1～3km程度の矧曲を作っていく．図3に

はこれら波長1～3kmの紹曲のうち確認もしくは確

実に推定されるもののみを示した．これらの摺曲の

一部には比較的閉じた形態で，逆転した片翼を持つ

ものもある（狩野，1975）．

担」

Fig．7．a：An example of composite foldsin the Kiso district（at K5

in Fig．3），b：Flexural－Slip foldin bedded mudstone，C：Lenslike

structuresin alternatingbedsofsandstoneandmudstone．

図7　a：木曾山地の稜招曲の一例（図3のK5地点），b：層状泥岩の曲げ摺

曲，C：砂岩一泥岩互層中のレンズ状構造
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三河地域の領家帯では，上にのべた非～弱変成岩

分布地域の構造に比べて単調な構造をとっている．

すなわち波長数m～数100m程度も一部に認めら

れるが，全域で一様に激しく摺曲しているというこ

とはない．特に南部の本宮山地域の中温部は非常に

単純で，南北5km以上にわたって北に一方的に200

～700程度傾斜した，北上位のゆるく波曲した構造を

もつ（狩野，1978）．

以上の複摺曲構造には部分的にフェルゲンツが認

められることがある．たとえば，美濃地域北部の一

部では南フェ′レゲンツ，南部で北フェルゲンツ，木

曽山地の北部で南フェルゲンツ，南部で北フェルゲ

ンツとなる．しかし，より大きく美濃一木曽山地を

みた場合，特に明瞭なフェルゲンツは認められない．

足尾山地でも筆者の予察的調査によれば明瞭なフェ

ルゲンツは認められていない．八溝山地南部では南

にフェルゲンツを持つ構造が報告されている（滝

沢・笠井，1981）．

摺曲様式

露頭で観察される招曲の様式は，一部を除いて，

その大部分はレンズ摺lI的か，曲げ（曲げ－スリップ）

摺曲である．特にチャート層の摺曲の大部分は曲げ

摺曲の様式を持つ．砂岩や，砂岩・泥岩互層の矧曲

は曲げ招曲かレンズ相聞，もしくは両者の中間型も

認められる．図6には紹曲様式の地域ごとの変化も

表わされている．

美濃地域東部では，その北部でレンズ摺曲が発達

し，南部に行くに従って曲げ招曲の様式を持つもの

が多くなる．南部や養老山地などでは曲げ摺曲が発

達し，レンズ紹曲と共存している（YosHIDA，

1972）．ここでは第一級の摺曲波面は南にゆるく傾

き，北側ほど下位の地層が露出することになる．そ

れと上記の摺曲様式の変化から，構造階層が存在す

るとされている．

木曽山地では，飛騨帯のすぐ南の平場付近から，

領家帯の弱変成部の地層にかけて，レンズ招曲と曲

げ摺曲，およびそれらの中間の様式をもつものが共

存している．図7，8はそのいくつかの例を示した．

そして，南部の領家変成作用を受けた部分と，北部

の受けていない部分とで，摺曲様式の違いはほとん

ど認められない．図8G，Hは領家帯の黒雲母帯（小

野，1969）中の小摺曲の例である．これらのうちG

は曲げ摺曲，Hは軸部付近に破断を伴う曲げ摺曲に

近い様式を持つもので，両者とも非変成部のものと

大差はない．

17

ただし，領家帯もさらに高温部になるほど流れ摺

曲の様式を持つものが認められてくる．しかし，こ

の流れ摺曲は一様に全域的に発達するものではなく，

特に変成度の高い部分に局所的に認められてくる．

ここで重要なのは領家変成岩の中～高温部にも原岩

である堆積岩の内部構造（堆積構造）が比較的よく

保存されていることである（狩野，1978）．このこと

は肉眼サイズで岩石内の流動変形が余りおきていな

いことも示している．狩野（1978）にすでにあげた

もののほかに図9にいくつかの堆積構造の例を示し

た．これらの例のように，領家変成岩といえども，

古流向の解析等の堆積学的検討が，今後かなりの程

度まで可能であることがわかる．

なお，美濃地域北部楢谷付近の地層は変成作用を

受け，ここには波長数10cm程度の流れ摺曲が認めら

れている（YosHIDA，1972）．また，足尾山地北部や

木曽山地南部奈良井川上流域のように，急傾斜した

スレートへき閲を持つせん断摺曲の様式を持つもの

が認められることがある．

これらの摺曲，特に曲げ摺曲に伴って，形態の異

なる摺曲が，もしくは紹曲している部分としていな

い部分とが，すべり面（デコルマ）を境として上下

に重なって非調和招曲を作る二階建構造（two－StO－

reyed structure）（ToKUYAMA and YosHIDA，

1974）が認められることがある．激しく補助してい

るチャート層中には，しばしばこの構造が認められ

る（YosHIDA，1972）．

3．大規模なデッケンパケット

（パイルナップ）構造

以上にのべた構造，特に大摺曲構造は，連続性の

よいチャート層や砕屑岩層の分布状態や，堆積構造

等による地層の上下判定から得られた“層序〟　をも

とにして決められたものである．ところが，この見

かけ上の“層序〟が実際の層序関係をあらわしてい

るのではないことが，犬山地域を含む美濃地域東部

（木村，1974；狩野，1976；ⅠIJIMA gfαJリ1978；

猪郷，1979；KANO，1979；YAO et al．，1981）や，

足尾山地南部の葛生地域（小池ほか，1971；柳本，

1973）等で，主としてコノドントによる地層の年代

の検討により明らかにされてきた．これらの地域で

はチャート層と砂岩を主とする砕屑岩層とが，厚さ

数10mから数100mの単位で互層を作って，一見

整合関係で積み重なっている．ところが，チャート

層の大部分は中～上部三塁系で，砕屑岩層はジュラ
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Fig．8．Minor foldsin the Kiso district・A‥flexural－Slip foldsin

bedded mudstone（Kl），B：lens foldin alternating beds of sand－

stone and mudstone（K2），C：lens foldsin alternating beds of

sandstone and mudstone（K3），D：flexural－Slip foldsin turbidite

beds（K4），E：lens structuresin turbidite beds（K4），F：flexuralN

slip foldsin bedded muddy sandstone（K5），G：flexuralrslip fold

in turbidite beds（K6），H：folds with axialplane cleavagesin

bedded chert（K7）．Localities are shownin Fig．3．

図8　木曾地域の小摺曲．A：軒伏チャ【トの曲げ摺曲（Kl工　B：砂

岩・泥岩互層のレンズ摺曲（K2），C：砂岩泥岩互屑のレンズ、摺曲（K

3），D：タービダイト屑の11鋸手摺曲（K4），E：ターピタ、イト層坪の

レンズ構造（K4），F：陣伏泥質砂岩の曲げ紹仙（K5），G：タービダ

イト屑の曲げ摺曲（K6㌦　H：層状チャートの軸面へき閲を伴う稽曲

（K7）．位置は図3参照
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Fig．9．Sedimentary structuresin the Ryoke metamorphic rocks．

A：Pebbly mudstone（near K6in Fig．3），B：Slump folds（near K7in Fig．3），

C：CrOSSlamination（near Mt．Dandoin the Mikawa district）．

図9　甘家変成告中の堆桔構造．A：楼門泥岩（図3のK6付近上　B：スランプし摺曲

（図3のK7付近上　C：クロスラミネMション仁∴河地域段戸山付近）

Fig・10・Giant Deckenpaketin the eastern Mino district（KANO，

1979）・Chert beds are designated．

図10　美濃地域東部の大チッケ群（KANO，1979）．チャート層のみを描
いた．

19
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系と推定され，前述の地層の積み重なり方とその地

質時代とは調和しない．すなわちこれらの地層は堆

積当時の層序関係をそのまま保っているのではなく，

堆積後何らかの原因で再累積した異地性岩体の集合

体で，大規模なデッケンパケット（パイルナップ）

構造を作っていたのである（柳本，1973；猪郷，

1979；KANO，1979）．

美濃地域東部では，このデッケンパケット構造が，

犬山の北から和田野付近にかけての坂祝向斜，下之

Juご　JLLrdSSjc

rごご　アヱ・i∂55上c

Pmご　Permjd刀

保向斜，上之保背斜の地域に見られる（図10）．そ

して，このデッケンパケットは八百津付近に分布す

る原地性（？）の地層の上に重なっている（図11）．

足尾山地南部の葛生地域では，葛生層群（渡辺ほか，

1957）として一括される地層がその分布地域内で

デッケンパケットを作り，より北側に広く分布する

原地性（？）の粟野層群（前出）の上に低角断層を境

として重なっている（図4，1・2）．この異地性の葛生

層群と原地性の粟野層群の構造は明瞭に異なり，前

Hidagawa olistos亡rome

Fig．11．Schematicgeologic map and profi1e of a part of the eastern Mino

district（KANO，1979）．Chert and olistostrome are designated．

図11美濃地域東部の一部の地質概略図と断面図（KANO，1979）．チャートとオリ

ストストロームのみを描いた．
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Fig．12．Geologic map and profiles of the Kuzuu area（Yana－

gimoto，1973）．1：thruSt，2：highangled fault．

図12　葛生地域地質図および断面図（柳本，1973）．

1：衝上断層，2：高角断層

者が比較的緩傾斜なのに対して，後者は南東または

北西に急傾斜している（図13）．なお，図13aは図

12の地域内＊，bは足尾山地北部の主要なルートで

の筆者の予察的調査による．以下に両地域のデッケ

ンパケット構造について詳細にのべる．

21

両地域のデッケンパケット構造とも，一枚の厚さ

数10m～500m程度で，長さ・幅は数100m～数km

以上におよぶシート状岩体が，地層にほぼ平行な断

層により境されて何校も積み重なり，全体の厚さは

1，000m以上に達する．一枚のシートの広がりは10

＊柳本　裕氏より走向・傾斜のデータを提供して戴いた．同氏に感謝する．
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Fig．13．EqualTarea prOjectionsofattitudesofbedsintheAshio

Mountains（UpI光r hemisphere）．a：Kuzuu Formationinthe

Kuzuu area，b：Awano Formationin the northernpart Of the

Ashio Mountains．

図13　足尾山地の地層の層理面の極の等積投影図（上半球）．a：葛生地

域内の葛生層群，b：足尾山地北部の粟野層群

km以上に達するものもある．

シートを構成する地層は，下部三畳系の上部～上

部三塁系～下部ジュラ系（？）（大部分は中～上部三

畳系）のチャート層と，砂岩を主とするジュラ系の

砕屑岩層よりなるのがほとんどである．ただし葛生

地域のように厚さ100～200m程度の二畳系石灰岩

や緑色岩頬をともなう部分もある．また美濃地域東

部でも少量ではあるが二畳系の石灰岩や緑色岩類を

伴っている．

大きいシート中では三畳系チャート層はその見か

け上上位にジュラ系の砕屑岩層が重なる．そして両

者の間に珪質ないし酸性凝灰岩質泥岩をはさむこと

もある（ADACHI，1976）．二畳系の緑色岩・石灰岩

は見かけ上も三畳系チャート層の下位に重なる．葛

生地域では二塁系に侵食面があり，その上に三畳系

が不整合で重なる（柳本，1973：小池ほか，1974）．

これら二畳，三豊，ジュラ系は構造の上では調和的

である．したがって，これら二畳一三畳－ジュラ系

の地層は，バラバラになって無秩序に集積してシー

トを作ったものではない．すなわち，大きいシート

は，整合，一部不整合に重なる二塁系からジュラ系

の，または三畳系からジュラ系の地層が，その層序

の一部を保ったままでデッケを作り，それらが集積

してデッケンパケット構造を作ったものと考えられ

る．そして，この場合にはデッケ（シート）の底面

のすべり面は，ほとんど常に三塁系のチャート層の

下面にあり，ときにはその下位にある二畳系の地層

をともなっている．ただし，小さいデッケ（シート）

では三畳系のチャート層，あるいはジュラ系の砕屑

岩層のみよりなるものもある．このような単一岩質

の小デッケが積み重なり，ほとんどチャートよりな

る厚い集積体（たとえば後述する神淵デッケの北部）

を作ったり，砕屑岩層のみよりなる集積体（同神淵

デッケの上部）を作ることもある（図14）．図14で

は存在が確実な断層のみを示したが，実際にはさら

に多数の低角断層があると推定される．

一般に各デッケの底面はそれを構成する地層の層

理面とほぼ平行である．上面は，上に重なるデッケ

の底面とほぼ平行な場合もあり，切られている場合

もある．前者の例として，武儀デッケ中の小デッケ

の重なり（猪郷，1979のシートNo．8，9，10の重な

り），後者の例として，葛生地域（図12）や神淵デッ

ケの南部（図14）の重なり万があげられる．

特に美濃地域東部，下之保向斜地域付近では，何

校かのデッケがはぼ平行に重なり，その重なりを大

きく切って，その上にほぼ平行に重なる数枚のデッ

ケが乗っている．このような場合，デッケの集合体

よりなる，さらに巨大なデッケが，上下に重なって

いるといえる．ここでは下位のデッケ集合体を神淵

デッケ（猪郷，1979のシートNo．2～7にほぼ相

当），上位を武儀デッケ‾（同シートNo．8～12に相当）

と呼んでいる（図11）．この巨大なデッケが上下に

重なる場合，その上下で内部構造が異なっている（図

14）．下位の神淵デッケには，南から北に波長・波高

とも大きくなるE－W方向の軸を持つ波長1～3

加の摺曲が認められる．上位の武儀デッケはこの摺
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Fig・14・Internalstructures of theKabuchi Deckeand ages of conodonts

（KANO，1979）・20，21，・・・，33：COnOdontlocalities，A：Arlisian，L：

Ladinian，C：Carnian，N：Norian，e：ear】y，m：middle，1：late．

図14　神淵デッケの内部構造とコノドントの時代（KANO，1979）．20，21，‥‥

33：コパ、、、ント産地，A：Anisian，L：Ladinian，C：Carnian，N：Norian．

e：early，m：middle，L：late

曲を切り，同スケールの紹曲はその内部に発達して

いない．

波長数100m以下の摺曲もデッケ内部に見られ

るが，それらが観察される頻度はチャート層を除い

ては少ない．チャート層には波長数m程度の摺曲が

しばしば観察される．葛生地域では，それらの軸の

方向の解析から，この地域の正立摺曲ができる以前

に，チャート層の小摺曲が形成されたことが明らかに

されている（木村ほか，1964）．また美濃地域東部で

は，小摺苗の軸はNE－SW方向のものが多く，正立

摺曲群のE－W方向と斜交している（KANO，1979）．

各デッケの境界には，多くの場合明瞭なせん断

面・破砕帯は発達しない．一方，大規模なデッケ，

もしくは小規模なデッケが集積して大規模なデッケ

を作る場合，その境界部には幅数m程度の破砕角礫

岩を主とする破砕帯が存在することがある．たとえ

ば美濃地域の武儀デッケの下底にはこのような破砕
が見られる．

美濃地域東部や葛生地域以外にも大規模なデッケ

ンパケット構造が存在する可能性が大きい．その可

能性のある場所として，美濃地域東部でKANO

（1979）が原地性の地層として扱った郡上八幡周辺

（図11），養老山地，丹波地域の保津川周辺，同周山

周辺等があげられる．これらの場所とも，コノドン

23
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卜や放散虫が示す時代と見かけの層序とが矛盾し，

何らかの地層の構造的な再構成を考えなければなら

ない（猪郷，1979；小池，1979；IsozAKIandMA－

TSUDA，1980）．これらの地域はいずれも，その地体

構造上の位置は，領家帯より北側であり，飛騨外縁

構造帯からはある程度へだたっている．さらに以上

の地域以外にも，領家帯を含めてチャートと陸源性

の砕屑岩類が，一見厚く整合的に互層するような所

が多い．それらの地域でも，地層が堆積後に移動し，

再累積している可能性が大きい．

4．オリストストローム

異地性の地層中を含めて美濃一領家帯の地層中，

特に砕層岩層中にはしばしば海底地たりによる堆積

物が含まれている．これらは泥質基質中に径数cm

～数10cm程度のチャート，泥岩，砂岩等の岩片が散

在する礫質泥岩層（図9A）であったり，砂岩・泥岩

互層が末固結時に滑動したスランプ摺曲層（図9B）

である．このような海底地とり堆積物の一枚は，い

ずれも厚さ数cmから数m程度の比較的薄いもので，

正常な層理を有する地層中にはさまれている．

これらの小規模な海底地とり堆積物以外に，本地

域には比較的厚く，かつ広い分布範囲を持って，長

径数10mから時に数kmにおよぶ巨大岩塊（オリス

トリス）を有する大規模な海底地主二り堆積物（オ

リストストローム）が見られる．この代表的，かつ

大規模なものは美濃地域東部のオリストストローム

であろう（図11）（KANO，1979）．

美濃地域東部のオリストストロームは，前述した

この地域の第一級の正立摺曲群に参加し，かつ巨大

デッケと密接な関係をもって分布している．すなわ

ち神淵デッケ，武儀デッケさノいった巨大なデッケの

下側に，またこれらデッケの北側に，デッケから漸

移するような形で分布している（図11）．

オリストストローム中のオリストリスは主として

チャートよりなり，砂岩・泥岩等の砕層岩類も含ま

れる．まれに石灰岩や緑色岩もある．これらの岩質

はデッケを作る三塁系のチャート層やジュラ系砕屑

岩層と同じであり，チャート中からは中～上部三畳

系のコノドントが得られている．

デッケ群のすぐ北側に分布するオリストストロー

ム中のチャート岩塊は特に大きく，長径数100mか

ら数加におよび，厚さ数100mといった，それ自体

が1つのデッケと呼んでいいようなオリストリスも

存在する．ただしこのような場合，実際には一個の

兼

オリストリスではなく，分割しかかっている同一岩

質のより小さいオリストリスの集合体の外形をな

ぞっているのかもしれない．これらの巨大オリスト

リスは，おおよそシート状であるが，それ以下のも

のは不規則な角礫状のものが多い．砕屑岩類のオリ

ストリスも角礫状のものが多いが，径数10cm以下の

比較的小さいもののなかには亜円礫程度に円磨され

ているものもある．これらのオリストリスが，泥質

の，あるいはオリストリスと同質で，より径の小さ

い角礫の集合体（microbreccia）を基質として，そ

の中に散在している（図15）．

オリストストローム中に，正立摺曲群より波長の

短い摺曲が存在するか否かは，その組織がきわめて

乱雑なためはっきりとはしない．ただしチャート中

には，デッケ内も含めて美濃帯に共通して認められ

る波長数mの小紹曲がしばしば認められる．これら

の小矧曲は，オリストリスの外形と非調和な形態を

持つことから，オリストリスとして取り込まれる以

Fig．15．01istostromealongtheHidaRiverin
the eastern Mino district．Arrows show

chert olistoliths．

図15　美濃地域東部飛騨川沿いのオリストストロ

ーム．矢印はチャートのオリストリス．
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前にすでに形成されていたことを示している．

この美濃地域東部のものと比較できるかどうかは

充分な記載がないので不明だが，オリストストロー

ムの存在が関ヶ原地域（ADACHI，1976）や，丹波地

域東部（松田，1976）で報告されている．後者には

石炭系の石灰岩岩塊が含まれているという．また八

溝山地でも巨大岩塊を持つオリストストロームが記

載されている（AoNO gJα上1981）．これら以外に

も勘米良（1977）が既に指摘しているように，広く

オリストストロームが分布している可能性が大きい．

5．デッケ・オリストストロームの起源

デッケを構成する地層がもともと堆積していた場

の幅

すでにのべたように美濃地域東部や葛生地域の

デッケ群は，その規模，形態，構成岩石の岩相とも，

ほぼ共通した特徴をもっている．また堆積時代につ

いても，デッケ中のチャートから産出するコノドン

トは中～卜部三畳系が大部分である．同様に美濃地

域東部のオリストストローム中のチャート岩塊も中

～上部三崖系である．そしてオリストストロームは

デッケと密接に関連して分布している．したがって，

これら両地域のデッケや，オリストストロームの成

因は同じであると推察される．デッケの集積体として

積み重なったリ，オリストストローム中のオリスト

リスとして崩壊する以前のチャートはほぼ同一層準

の地層であり，一続きの場所に堆積していたものと

思われる．日本列島の地体構造からみると，それら

は北又は南方のいずれかから現位置に集積したと考

えてよい．そして南北方向に各デッケの長さを測り，

それらを合計したものがこの三畳系のチャート層が

堆積した場の幅に近いものであろう．ごく大ざっぱ

な見積りではあるが，その幅は美濃地域東部では

100km前後，もしくはそれ以上＊，葛生地域では40km

前後となる．前者ではデッケばかりでなく，オリス

トリスとして崩壊したものまでも勘定に入れなけれ

ばならない．デッケの下にさらにデッケが存在する

可能性もある．また美濃地域東部，葛生地域ともす

でに削刺されてしまった部分があるかもしれず，実

際にはデッケの分布はさらに広かったかもしれない．

いずれにしても，その値は100km以上というかなり

大きなものとなろう．

25

デッケの北方起源説

美濃地域東部のデッケ群については既に服部

（1979）により，それらが北方から移動してきたと

する意見が出されている．この意見は，主としてジュ

ラ系砕屑岩が北方起源（MIZUTANI，1964；足立・水

谷，1971；足立，1977）ということに基づいている．

しかし，後に述べるようにデッケの移動は，この砕

屑岩が堆積した後のジュラ紀末期から，白亜紀前期

と考えられ，両者の時期に差異があり積極的な理由

とはならない．事実，このジュラ系の砕屑岩の一部

は南方より供給されている（ADACHI，1976）．また

美濃帯緑色岩の南北への岩石組織の変化から北方起

源説をといている．しかし服部自身ものべているよ

うに（服部・吉村，1979），彼が原地性とした武儀地

域以外の緑色岩も外来岩塊の可能性が強いので，こ

の議論も再考を要する．

もし，異地性シートを北方起源とし，飛騨帯と美

濃帯との相対的位置関係が現在までにそれほど変化

していないとすると，シートを構成する地層の堆積

場はオリストストロームの分布する郡上八幡より北

側で，飛騨帯の北部にまで及ぶ地域に求めなければ

ならない．しかし，飛騨帯は三畳紀からジュラ紀に

かけては高温型変成作用がおこなわれていた．そし

て，その時そこは上昇域であり，チャートを堆積さ

せるような地域ではなかった（KIMURA et al．，

1975）．また，シート中の砂岩層とほぼ同一時代の

ジュラ系来馬層群や，手取層群下部層が，この地域

の変成岩類や古生層を傾斜不整合におおっている．

したがってデッケ北方起源説は成立しがたい．

同様な議論は足尾山地でも成立する．同山地北部

の三畳系を主とする地層（粟野層群）（前出）は，デッ

ケの分布するすぐ北側の地域から，下部ジュラ系の

岩室層が分布するすぐ南側まで，ほぼ一様な岩相で

連続的に分布している（図4）．もしデッケが北側の

地域より移動してきたものとすると，岩室層分布地

域を含め，それより北側の幅40km以上にわたる地域

から，粟野層群分布地域を飛びこえて，現位置に集

積したと考えなければならない．ところが岩室層分

布地域のさらに北側には，砕屑岩類を主としチャー

トを含まない陸棚あるいはデルタ相と思われる三畳

系の奥利根層（小林，1955）が分布している．この

ような地層の分布からみると，デッケを構成する地

層が現在よりも北側に堆積していたと考えることは

＊KANO（1979），猪卿（1979）の結果をあわせると，KANO（1979）の見積りより大きくなる・
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むずかしい．

付加体説

以上はあくまで飛騨帯と美濃帯とが相対的位置関

係を大きくかえていないという前提にもとづいた議

論である．ところで，飛騨外縁構造帯，およびその

延長部分付近，あるいは美濃帯内部で大きな短縮を

受けたという考えがある．平ほか（1981）は美濃帯

周辺は陸源性砕屑粒子よりなるジュラ紀の海溝堆積

物中に，より古い時代の海洋底起源の緑色岩や石灰

岩礁・チャ」卜などの陸源性粒子をほとんど含まな

い遠来の岩石が入り込んだメランジェであると述べ

ている．これによると美濃帯の地層はジュラ紀の付

加体，領家帯の地層は変成された付加体となり，デッ

ケは付加の際の産物ということになる．

前述したように，美濃帯から領家帯にかけては南

北の幅100km前後におよんで，地層の確聞波面は水

平で平面に近く，三豊－ジュラ系の地層が北から南

に広く分布している．またこの間大構造・小構造と

も漸移的であり，その中に大きく構造帯を区分する

断層は認められない．すなわち，海溝付加体での特

徴（？）とされる大洋側方向，すなわち南フェルゲン

ツの極性を持つ覆瓦状構造や，北から南に地層の時

代が若くなるような一般的傾向は認められない．

デッケ中のチャートのなかには厚さ500m以下

であるが，南北10km以上におよぶ薄いシート状の

ものがかなりある．このようなシート状岩体が大洋

側から海溝で，あるいは海溝をのりこえて，ジュラ

系の砕屑岩の上にのりあげたり，または砕屑岩中に

薄いシートの形状を保ったままくさびのように押し

こまれ，見かけ上チャートと砕層岩が互層するかの

ように重なったと考えるのはきわめてむずかしい．

そのジュラ系の砕屑岩類にはタービダイトがはさ

まれるにしろ，全体的に炭質物を含む塊状砂岩が多

い．これらは従来の研究でも浅海性の地層と考えら

れており（ADACHI，1976；足立，1977；IIJIMA et

α上1978），海溝堆積物とする根拠に乏しい．チャー

トの堆積環境を，それと随伴する地層との関係だけ

から推定するのは問題とされている（八尾，1981）．

しかし，これらチャートの化学組成が大洋底の

チャートと異なることや（SHIMIZU and MASUDA，

1977；松本・飯島，1981），さらにそれらが浅海性の

砕屑岩や不整合と隣接して分布していることは決し

て無視できない．前述したようにデッケのあるもの

はもともと一連の地層として堆積した二畳系からジ

ュラ系の地層が，またはその一部の地層が，その層序

諌

をほぼ保ったままで移動したと思われる．これらか

ら，チャートの堆積域はKIMURA et al．（1975），

ADACHI（1976），IIJIMA et al．（1978），木村

（1977，1979，1980）のように，陸源性砕屑物の供

給の少ない緑海で，かつ比較的浅海域と考えてよい

で凄）ろう．

以上の事から，現在幅100km前後ある美濃一領家

帯中のジュラ系砕屑岩と三畳系チャートが全く異な

る，遠く隔たった堆積場起源で，それらが海溝周辺

で混合・努断され付加したメランジュであるとはき

わめて考えにくい．

また，HATTORIandHIROOKA（1979）は美濃地

域東部の二塁系の枕状溶岩の古地磁気方位と，従前

からの古気候に関する文献を引用し，美濃地域周辺

は二畳紀に太平洋の赤道付近にあった古大陸Paci－

fica（NUR and BEN AvRASAM，1978）の断片が，

その後アジアの縁辺部に付加されたとした．しかし，

McELHINNY et al．（1981）による古地磁気解析の

結果では，朝鮮半島を含めたアジア大陸の一ブロッ

ク（Sino－Korea）も，二畳紀には赤道付近にあっ

た．また朝鮮半島の二畳一三畳紀の古気候はかな

り温暖であった（REEDMANandUM，1975）．した

がって，美濃地域周辺，飛騨帯，朝鮮半島等は，そ

れらの相対的位置関係を大きく変えずに北上した可

能性がある．

南方からのデッケの集積

デッケの北方起源説，付加体説が成立しないとす

ると，デッケの移動・集積はどのようにおこなわれ

たのであろうか．

図11に示したように，美濃地域東部の武儀デッケ

はより南側ほど神淵デッケの上部をより大きく切っ

ている．神淵デッケは，北部ほど厚く，北部では南

部で見られない波長1km以上の招曲が発達し，その

波高は北部のものほど大きい．また武儀デッケを構

成する地層は，より北側のオリストストロームに漸

移している．

これらから，神淵デッケの内部構造は南から北に

押しつけられたもので，その上を武儀デッケが衝上

し，さらに武儀デッケはその北部で崩れてオリスト

ストロームに漸移したと判断することができる．す

なわち，もともとはより南側で堆積していた一続き

の地層が，つぎつぎに北方へ移動し，のりあげていっ

たもので，それらの最先端が神淵デッケである．神

淵デッケはその内部で摺曲を作りながら厚く集積さ

れて，現在の中之保背斜の北側で移動をやめる．こ
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Fig．16．Schematicillustoration showing formation of the

Deckenpaket and olistostrc；meinthe eastern Mino district

（KANO，1979）．

図16　美濃地域東部のデッケ椚‖：オリストストロームの形成を模

式的に示した図（KANO，1979）

の上をさらに武儀デッケが南からのりあげる．それ

らデ、ソケの先端部は崩壊しオリストストロームとな

り，さらにデッケはその上を移動していく．すでに

移動をやめた神淵デッケの先端部に武儀デッケが達

した時，そこに形成されていた急斜面で大崩壊を

おこし，大規模なオリストストロームとなって北

側に滑り落ちていったものと考えられる．これら

の過程を模式的に表現したのが図16である．

デッケと領家帯の地層との関係

前述したように，美濃地域東部のデッケが南方か

ら移動してきたとすると，当然，より南側の地層と

の関係が問題となってくる．葛生地域のものも南方

からすべってきたと考え，デッケと同時代の地層を

南方に求めると，それは関東山地の三波川一秩父帯

の地層である．葛生地域と三波川一秩父帯との間に，

この地域のデッケのもともとの堆積位置を求めるの

がよさそうである．

美濃地域東部ではデッケとして移動した地層は，

そのもとの位置における南北方向の幅は100km以上

あったと推定される（前出）．その堆積場所では三

畳－ジュラ系の地層が北方に移動してしまったのだ

から，現在それらは欠如していなければならない．

この地域のすぐ南の領家変成岩類の大部分は三畳系

を中心とした中生層と考えられる．また美濃帯と領

家帯との間には大規模な短縮を起したような構造帯

は存在しない．したがって，もしこの変成岩の原岩

が原地性のものであるとすると，デッケを構成する

27

地層の堆積場所を直接，現在の領家帯に求めるわけ

にはいかない．デッケを構成する地層の堆積場所と

その移動については次の2つの可能性が考えられる

（図17）．

1つには現在の領家帯に分布する変成岩の原岩で

ある中生界の上を乗り越えてデッケが移動した場合

である．この場合デッケの移動距離は，その先端部

で100km以上，後端部で200km前後，もしくはそれ

以上となる．また領家変成岩類の原岩は原地性とい

うことになる（図17A）．

第2には，現在の領家変成岩類の原岩はデッケを

構成する地層よりも南に堆積したものであって，

デッケが北に移動しのりあげる際に，それと共に北

側に移動し，北側でデッケ群を形成する時に後押し

をつとめたとする考えである．最初の，または最北

部ののりあげた場所をどこに取るかが問題だが，仮

に犬山のすぐ南とするとデッケの先端部の移動距離

は数10km（多分50km以下）で，後端部はそれにプ

ラス100km以上となる．のりあげた場所をより南側

にとれば移動距離はそれだけ長くなり，北側にとれ

ば短くなる．この場合，領家変成岩類の原岩は非原

地性であり，変成岩の下部には大デコルマ面がなけ

ればならない（図17B）．

これらの2つの可能性のうち，前者ではかなり長距

離のデッケの移動を考えなければならない．後者の場

合，移動距離は少なくてすむとともに，デッケ群を

作るための後方からの強力な後押しを求めることが

できる．したがって，より後者の可能性のほうが自
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然であると思われる．しかしそれらのどちらであれ，

現在領家変成岩類が分布する地域のより南側に，少

なくとも南北方向の幅100km以上の三豊脚ジュラ系

の地層を堆積させた場所がなければならない．

6．デッケ・稽曲の形成

美濃地域東部，葛生地域のデッケ群とも，すで

にのべてきた構造からすると，その移動は地層面

にほぼ平行にできたいくつかのすべり帯（デコルマ）

に沿っておこったものと思われる．デッケ群を構成

する地層のほとんどは三豊∵ジュラ系であり，二畳

系以前の地層は葛生璃域のものの一部をのぞけばき

わめて少ない．このことからみると巌大規模のデコ

ルマは三豊系と二登系の境界付近にあると推定され

る．勿論，さらに下位に大デコルマ面がある可能性

は否定できないが，現在これは露出していない．

各ヂッケの下郡は多くの場合チャートより構成さ

れている．したがってヂコルマ面の形成にはこの

チャ血卜層の存在が重要な役割をはたしていること

がわかる．チャ仙卜層は他の地層，たとえば砂岩層

などに比べると－一般に激しく層面すべりを伴う曲げ

招曲の様式の紹曲をしている．そして，紹曲の際，

小すべり面で壊されその上下で形態の異なる摺曲を

持つ二階建構造を作る性質が強い（前出上　すなわ

ち，後にヂッケを形成する際には，この小すべり面

（小デコルマ薗）が利用された可能性が大きい．と

するとチャート中の小摺曲は移動を起こすかなり早

期から形成されはじめたことになる．

デッケ中のチャ㌻卜の小摺曲の軸方向の解析から
すると，これら小摺曲は迂立摺激評が形成される以

前に，既に形成されていた可能性が大きい（前出上

またオリストストローム中のチャート岩塊中にも同

様の摺懐が認められる．したがってチャートの小招

曲は正立紹曲群や，オリストストロ←脚ムが形成され

る以前に，既に形成されていたことになり，この点

は先の議論とは矛盾しない．

このような小摺曲形成を伴うチャ7仙卜層中での

大・小デコルマの形成と，そこから派生し上位の砕

層岩層に達する低角衝上断層群によって，デッケ群

を作りながら，それらが次々に北方へ移動していった．

移動していく途中で、地表にのりあげ，さらにその上

を滑勤し，大規模なデッケ群を作っていったと推定さ

れる．各デッケの境界部に破砕帯が目立たないことか

らすると，この移動は水を大量に含んだ海底地たり的

性格を持っていたのかも知れない．地表にのりあげ

たヂッケの先端部は崩壊し，先行性オリストスト

ローム（precursory oiistostrome）（ELTER and

TREV‡SAN，1973；勘米良，1977）を作りながら，さ

らにその上を移動していったものと推定される．

美濃地域東部の神溜デッケの波長1～3kmでE

WW方向の軸を持つ摺曲は，その上に重なる武儀

デッケによって切られている（図14㌦　このことはこ

のスケールの摺曲も，武儀デッケがのりあげる以前

に既に形成されていたことを示している．足尾山地

では，原地性の地層と巣地性の地層が異なった構造
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図18　養老山地の地質断面図（YosHIDA，1972）．断面位置は

YosHIDA（1972）のFig．5参軋ss‥砂岩，ls‥石灰岩

をしている（図13）．これは，両者の変形した場が最

初はかなり隔たり，その後に近接した結果のもので

ある可能性がある．

美濃地域東部の中之保背斜は，構造的に上郡ほど

波高が大きく，下部ではきわめて小さい（図11）．こ

の背斜とよく似た形態の背斜は養老山地でも認めら

れる（図18）（YosHIDA，1972）．このような形態か

ら，この地域の正立摺曲群の少なくとも一部も，地

層のデコルマ面に沿っての移動の際に形成された可

能性が強い．ただし，この迂立子割抽群はデッケやオ

リストストロームを紹曲させているので，その主要

な形成時期はデッケ移動後である．そしてその波形

や波高から（図6），かなり地下深部に根ざしたもの

といえる．したがって，すべての正立摺伯が，デコ

ルマ面に沿った地層の滑動の結果できたものと単純

に結論づけることはできない．

また，領家帯や美濃地域北部の流れ摺曲，一部に

見られるスレートへき閑を伴う努断謂曲も，単純に

デコルマ面に沿った地層の横方向での移動・収縮に，

成因を求めることはできない．特に領家帯の流れ裡

曲は変成温度の高い部分で起こり，変成温度の高い

部分は見かけ上の地層の層序関係とは一致しない

（狩野，1978）．すなわち，領家帯では，地下深くに

なるにつれて流れ摺曲がおこるとする構造階層の考

えも成立しがたい．したがって領家帯の流れ摺曲は，

美濃一領家帯を通じての広域的な一連の遺構過程で

の産物ではなく，その後領家帯内での局所的に熱の

上昇した部分で形成されたものと思われる．

以上のべたことから，美濃一領家帯に一般的に見

られる，チャートの小摺曲から波長1km前後までの

摺曲のかなりの部分，大波長の正立摺曲群の一部は，

デコルマに沿った地層の水平移動・収縮に起因して

いる可能性が非常に強い．ただし，正立摺曲や領家

帯の流れ摺曲等は別の成因も考える必要がある．
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7．美濃一領家帯のgravityglidingtectonics

以上のべてきたようなデコルマの形成と，それに

沿った地層の水平移動，デッケ群の形成，移動に伴っ

て作られていく摺曲構造，デッケの先端の崩壊によ

るオリストストローム等の成因は，重力による地層

の大規模滑動，すなわちgravitygliding tectonics

に求めることができる．このような現象は，既に古

くから世界各地の造山帯においても数多く見出され

ている．たとえばジュラ山地，アパラチア山地の

ValleyandRidgeprovince，ロッキー山地などが好

例である．これらに関する文献は多数あるが，比較

的最近のものとしては，BEACH（1981），DENNIN－

SON（1976），JENKINS（1974），VoIGHT andCADY

（1978）等があげられ，またDEJoNG andScHOL

TEN（Eds．）（1973）にも数多くの論文が掲載されて

いる．これらの地域の研究では，デコルマに沿った

地層の滑動は，それほどの急傾斜を必要とはしてい

ないことが明らかにされている．多くの場合2～30

以下の緩斜面で起こり，ある場合にはデコルマ面が

移動方向とは反対側に傾斜していても，後方からの

あと押しさえあれば，地層は十分に長距離を移動し

ている．また，移動の結果，衝上断層群による短締

量は数10km以上におよぶことが多い．たとえば，ア

ルプスでは150kn程度（TRtJMPY，1960），カナディ

アンロッキーでは200km以上（PRICEandMoUNT・

JOY，1970）の短縮量が推定されている．

美濃地域から領家帯までのデコルマの角度は，現

在の摺曲波面が水平に近いことからみて，00に近い

と推定される．そこで仮に領家帯の南側を6～7000

m程度上昇させてやれば，そこから美濃帯までの平

均斜度は約30となる．この角度は地層が滑勤するた

めには，他の条件さえ許せば十分な値と思われ，か

つ上昇量についても決して不自然な値ではない．ま

た，短縮量は100km以上と見積られるが（前出），こ

の値も同様に不自然ではない．滑動を起こすものと
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してジュラ山地では蒸発岩層（たとえば，PIERCE，

1966），カナディアンロッキーでは泥岩層（dBRIEN，

1960）などが重要な役割をはたしている．美濃一領

家帯では，この滑動層は三畳系のチャート層と推定

される．すなわち，層面すべりを起こしやすいチャー

ト層が広域的に堆積していたことが，滑動を起こす

好条件になったと思われる．

領家帯の変成岩類の下にデコルマがあり，変成岩

の原岩が完全に現地性のものでないとすると（前

出），現在の領家変成岩の南側に堆積した地層が，そ

の地域の上昇によって北方すなわち現在の領家帯側

へ滑勤し，より北側の美濃地域や葛生地域でのデッ

ケの連続的な北方へののりあげの際の後押しの役割

を演じたので＼あろう．

美濃一領家帯の紹曲構造・デッケ構造の形成は

ジュラ系砕屑岩類の堆積中，もしくは堆積後にはじ

まり，正立摺曲群の形成をもって終る．その後に領

家帯の変成作用が起こり，白亜紀後期の花尚岩類の

質入や濃飛流紋岩類の噴出が始まる．正立招曲群の

形成時期は以下のようにしてより詳しく限定できる．

丹波地域西部では，有田統から宮古統にわたる篠山

層群が，中一古生層を傾斜不整合におおっている

（SAKAGUCHI，1961）．そして，この篠山層群は中一

古生層とともに波長数加の正立摺曲の形態を持つ向

斜構造を作っている．したがって，これらの出来事

はジュラ紀後期から宮古世を含む白亜紀前期にかけ

てのある期間に起こっている．デッケの内外を問わ

ず，美濃～領家帯の招曲のかなりの部分は，地層の

水平滑動にともなってこの期間に形成されたものと

思われる．チャートの小摺曲の形成はそのうちでか

なり早い時期の出来事であろう．ただし正立摺曲群

や領家帯の流れ摺曲等は単純に水平滑動に起因した

ものとすることができない事はすでに述べた．

以上にのべてきた議論が成立するためには，ジュ

ラ紀後期から白亜期前期を含む期間に現在の領家帯

のより南側に，美濃一領家帯に比べて大規模に上昇

した地質体がなければならない．この時期に，現在

の領家帯と三波川帯との間で上昇した地質体が存在

したことは市川（1970）や小島（1973）等によって

すでに指摘されている．この，市川・小島等が推定

した地質体の上昇に，美濃一領家帯のgravityglid－

ing tectonicsの起源を求めてよいであろう．そし

て，前述した議論から，この地質体の幅は100km前

後，もしくはそれ以上あり，後に北方へ滑動する三

畳－ジュラ系の地層を乗せていたことが逆に推定で

きる．このような地質体を木村（1977，1979，1980）

謙　　一

は小林（1951）の原日本脊梁を再定義して，原日本

脊梁と呼んでいる．この原日本脊梁の性格とその消

滅については，本論で述べたような事項と，さらに

多くのデータを加えて既に木村（1977，1979，1980）

によって詳しく議論されており，またそれらを論じ

ることは本論の目的とはずれるので，ここでは述べ

ない．ただし結論としては，この原日本脊梁の上に

堆積していた三畳系以上の地層がその上昇により北

方に滑勤し終えた後，またはその途中で，この脊梁

は急激に流動化し，現在の三波川帯の上にのりあげ

てしまった．そしてそれが削刺されてしまった結果，

現在の領家帯と三波川帯という全くタイプの異なる

2つの変成帯が中央構造線を境として接することに

なったと推定される．

S．お　わ　り　に

本論では，まず丹波，木曽，足尾，八溝山地等を

含めた美濃帯周辺，およびそこより南方の領家帯に

分布する，三塁→ジュラ系を中心とした地層の構造

の概要を述べた．そして，これらの地層中に見られ

る大規模なデッケ群，オリストストローム，および

摺曲の一部は，ジュラ紀後期から白亜紀前期にかけ

てのある期間に，現在の領家帯のより南側にあった

地質体の上昇にともなって，地層が北方に大規模な

水平移動を起こした結果形成されたものであること

を論じた．ここでのべたgravity gliding tectonics

にもとづく構造形成過程のモデルには，スペキュ

レーションに富んだ部分も多く，今後の各種のデー

タの集積によって，このモデルの是非を検討してい

かなければならない．最後にいくつかの問題点をあ

げて本論を終えることにする．

1．美濃一領家帯の地層中で，原地性，異地性の

地層の分布状態，それらの地質構造，オリストスト

ロームの分布等はまだ完全にはわかっていない．ま

た，すべてのデッケ，オリストストロームがgravity

glidingによる南方起源かどうかも問題がある．To－

YOHARA（1977）によれば，島根県日原地域のデッ

ケ群は，ジュラ紀前期に北方より海底地たりによ

り集積したものとされている．AoNOgfαJ．（1980）

では，八溝山地のオリストストロームは，デッケ形

成にともなったものというよりは，通常（？）の海底

地とりに近いものとされている．また，八溝山地

南部の南フェルゲンツの構造（滝沢・笠井，1981）

は，本論のモデルと調和的とはいえない．このよう

な，時代・起源が異なるかもしれないデッケ・オリ
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ストストローム等が美濃一領家帯に存在する可能性

は充分ある．

2．放散虫等による砕屑岩層の年代論は最近はじ

まったばかりといえる．今後，この進展にともなっ

て，美濃一領家帯のジュラ系の地層の年代論，およ

び飛騨帯の来馬層群，手取層群との対比をとおして，

ジュラ紀から白亜紀前期の飛騨帯から領家帯にかけ

ての古地理をよりはっきりさせなければならない．

3．美濃帯中に散在する二畳系の石灰岩体・緑色

岩類と，チャート・砕屑岩層との層序・構造との関

係は？これら石灰岩体も異地性として扱われている

ことが多い．

4．美濃帯のデッケの積み重なり万から推定され

る原日本脊梁周辺の短縮量は100km前後，もしくは

それ以上となる．ところが，原日本脊梁が上昇し，

のりあげたとした三波川帯の幅は，現在最大でも25

kmしかない．したがって短縮量の見積り自体の検討

とともに，原日本脊梁の上昇，のりあげに伴う外帯

側の出来事についても検討を加えていかなければな

らない．
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